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論文内容の要旨

本論文は，グラフ理論的数理モデルによって表わされる自己診断可能なディジタルシステムの構成

に関する研究をまとめたものである。

第 l 章緒論では，本論文の意義とこの分野における研究の現状について述べ，本論文によって得ら

れた諸結果を概説している。

第 2 章では，自己診断可能なディジタルシステムの代表的な数理モデルであるPMCモデルと RKモ

デルを紹介し，これらのモデルにおける基本的な概念の定義及び基本的な定理について述べている。

第 3 章では，システムを構成するユニットの故障確率を考慮に入れた確率的自己診断可能なディジ

タルシステムの構成について考察を行っている。先ず，確率的自己診断可能なディジタルシステムを

表わす数理モデルを紹介し，診断可能性に関する二つの概念，故障と検査に関する二つの仮定を用い

て確率的自己診断可能なディジタルシステムを四つのクラスに分類している。そして各クラスに属す

るディジタルシステムの新しい構成法を提案している。

第 4 章では，すでに部分的な構成が行われた自己診断可能なディジタルシステムに新たに適当な検

査集合を付加すれば，システムの診断能力が向上することを示し，かっそのような検査集合を求める

方法を提案している。更に， PMC モデルで表わされる最適な T同時診断可能なシステムを求める組

織的な方法を示しており，同時に，従来知られていなかった新しい最適な T同時診断可能なシステム

の構成法を一つ提案している。

第 5 章結論では，本研究によって得られた結果と残された問題点についてまとめている。
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論文の審査結果の要旨

本論文に取り上げている問題と，その研究成果を要約すると次の通りである。

第ーには，サブシステムの故障確率を考慮に入れた確率的自己診断可能なディジタルシステムの構

成を求める問題を取り上げている。従来確率を考慮に入れた研究はきわめて乏しく，特に構成問題を

扱った研究は本論文が最初である。本論文では確率的自己診断可能なディジタルシステムを四つのク

ラスに分類し，それらの相互関係を明らかにし，各クラスに属するディジタルシステムの新しい構成

法を提案している。

第二には，すでに部分的に構成された自己診断可能なディジタルシステムの診断能力を向上させる

問題を取り上げている。この問題に関する部分的解法を与えている研究はすでに存在しているが，初

めて完全な解法を与えているのは本論文である。本論文では，適当な検査集合をシステムに付加する

ことによって診断能力が向上すること，並びに，そのような検査集合を求める方法を示している。更

に，最適なシステムを求める組織的な方法並びに新しい最適な構成法の一つを示している。

以上のように，本論文はグラフ理論的数理モデルによって表わされる自己診断可能なディジタルシ

ステムの構成に関して，かなりの研究成果をあげており，電子工学並びに情報工学に寄与するところ

が大である。よって博士論文として価値あるものと認める。
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